果実成分のうつ様症状改善効にいて：香気成分について by 栗脇 淳一
 果実成分のうつ様症状の改善効果について 
～香気成分について～ 
 
The improvement effects of  fruits flavor components to  
depressive symptom in rats.  
 
 
栗脇淳一*1  
 
Jun-ichi Kuriwaki 
 
1.序論 
 本研究は、果実に含まれる香気成分がうつ様症状の改善に
与える影響について検討した。岡山県は、全国的にも有数の
果実生産県であり、また、うつ病患者数の地域（都道府県）
差に関する報告において、他の都道府県と比べ患者数が少な
いことが報告されている。これらのことから、岡山県におけ
るうつ病患者数の抑制に地元生産果実の摂取が一因となって
いることが推測される。 
 そこで本研究では、岡山県内において生産量の多い果実成
分を動物に腹腔内投与し、投与後に抗うつ薬の薬効評価およ
びスクリーニングに広汎に用いられている強制水泳試験を行
うことで、果実成分のうつ様症状への改善効果について検討
する。 
 
 
2.材料および方法 
2.1動物 
 実験には 10週齢の雄ラット 9匹（Wister，実験前体重 
440.8 ± 5.1g）を用いた。動物は個別のケージで飼育し、
室温 24℃、湿度 60％、12時間の明・暗サイクル（明期 8時
－20時・暗期 20時－8時）の条件下で飼育し、飼育期間中
の飼料および水の摂取は任意とした。また、動物の飼育およ
び動物実験は美作大学・美作大学短期大学部動物実験に関す
る指針に基づいて行った。 
 
2.2 薬物投与 
 動物は、投与する薬物により対照群（cont.；n = 3）、γ-
Decanolactone1)群（dec.；n = 3）、s-Limonene2)群（lim.；
n = 3）に群分けを行った。また、それぞれの動物の平均体
重が同程度になるよう配慮した。γ-Decanolactone および
s-Limoneneは、生理食塩水により 25mg/kgの濃度に希釈し
dec.群または lim.群の動物へそれぞれ腹腔投与した。投与
量は、1.0mL/kgとし、対照群には同量の生理食塩水を腹腔
投与した。薬物の投与時間については、Limonene腹腔投与
後の Limonene代謝産物の体内動態を調べた報告 2)から、実
験開始 4時間前に行った（図 1）。 
 
2.3 強制水泳試験 3) 
 実験は、直径 18.0cm，水深 45.0cm，水温 24.0±2.0 ℃
のプールを用いて、連続した 2日間で行った。1日目（予備
実験）は体重測定 30分後に 15分間、2日目（本実験）は薬 
 
 
物投与 4 時間後に 6 分間の強制水泳試験を行った（図 1）。
実験中、動物の行動をビデオ録画した。 
 実験終了後撮影した動画をもとに実験時間中の無動時間を
ストップウォッチにより計測し、各群の平均値を比較・検討
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.結果（図 2） 
3.1 レモン香気成分（s-Limonene）腹腔内投与の影響 
 対照群と s-Limonene腹腔投与群との比較では、s-
Limonene腹腔投与群において有意な無動時間の短縮が見ら
れた。 
 
3.2 桃香気成分（γ-Decanolactone）腹腔内投与の影響 
 対照群とγ-Decanolactone腹腔投与群との比較では有意
な差は見られなかったが、対照群に比べ無動時間が短縮傾向
を示した。 
 また、s-Limonene腹腔投与群とγ-Decanolactone 腹腔投
与群との比較では有意な無動時間の差は見られなかった。 
 
 
 
 
図 1 実験スケジュール 
上段：実験 1 日目（予備実験）、実験開始 30 分前に体重測定を
行い、15分間の強制水泳試験を行った。 
下段：実験 2 日目（本実験）、動物への薬物投与は、実験開始 4
時間前に行い、6分間の強制水泳試験を行った。 
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4.考察 
4.1 レモン香気成分（s-Limonene）の腹腔内投与の影響 
 cont.群に比べ Lim.群において有意に無動時間の減少が見られた。 
s-Limoneneのストレス軽減作用については、ラットを対象とした実
験 4）（横越ら 2007年）およびヒトを対象とした実験 5）（石川ら 
2002年）においても確認されている。s-Limonene投与による有意な
無動時間の減少は、強制水泳によるストレスが s-Limonene投与によ
り軽減されたためであることが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 桃香気成分（γ-Decanolactone）の腹腔内投与の影響 
 cont.群と Dec.群の間に有意差は見られなかった。無動時間は減
少傾向を示した。γ-decanolactoneの投与濃度および投与時間を工
夫することで抗うつ効果を示す可能性が示唆された。 
5.まとめ 
 今回の実験から、岡山県において生産量および摂取量の多い果物
である桃の香気成分としてγ-Decanolactone を用い実験を行ったが、
残念ながらその抗うつ効果について有意な効果はみられなかった。
今後は、γ-Decanolactone 投与濃度および投与時間についてさらに
検討を重ね、また他の果実の香気成分についてもその抗うつ効果に
ついて検討する予定である。 
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図 2 無動時間の比較 
強制水泳試験 2 日目の無動時間を cont.（n = 3），dec.群（n = 
3）および lim.群（n = 3）で比較した。対照群に比べ Lim.群で
有意に無動時間の低下が見られたが、Dec.群においては有意差
は見られなかった。（mean ± S.D., * ; p＜0.05） 
